
トレンドマイクロは、1988年の創業以来、
「デジタルインフォメーションを安全に交換できる世界」の実現に向け、
変化する環境に対応した新たなソリューションを提供してまいりました。

この資料では、世界中のお客様にトレンドマイクロを
お選びいただいている理由をご紹介します。

トレンドマイクロの強み

標的型サイバー攻撃対策に強い
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日経コミュニケーションによる「企業ネット/ICT利用実態調査2015」
の結果、標的型攻撃対策のソリューションベンダーでトレンドマイクロ
が3年連続利用率1位を獲得しています
※出典 1 : 日経コミュニケーション2013年10月号 企業ネット/ICT利用実態調査2013

標的型攻撃対策に備えて導入した対策の提供ベンダー（複数回答）　回答226社
　出典2 : 日経コミュニケーション2014年10月号 企業ネット/ICT利用実態調査2014

標的型攻撃対策に備えて導入した対策の提供ベンダー（複数回答）　回答265社
　出典3 : 日経コミュニケーション2015年11月号 企業ネット/ICT利用実態調査2015

標的型攻撃対策で導入した製品のベンダー（複数回答）　回答163社

※出典 :  NSSLabs 2015 Breach Detection Tests

標的型攻撃対策製品でNo.13年連続
※

Deep Discovery™ Inspectorは、

「推奨」評価を
2年連続 獲得

Deep Discovery™ Inspectorは、NSS Labsが実施した2015年
の侵害検知テストにおいて最も効果的な製品に与えられる「推
奨」評価を獲得。標的型攻撃や日々進化する攻撃に対処する製品
として、重要な評価指標「Security Effectiveness」において、
FireEye、Fortinet、Fidelis、その他の製品に比べ、高いスコアを
獲得。 これはDeep Discovery Inspectorが高度化する標的型
攻撃に対抗するために、有効な製品であることを証明しています。



出典： http://www.trendmicro.co.jp/jp/about-us/press-releases/articles/20151120011912.html
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トレンドマイクロは
サーバセキュリティ市場において
世界トップシェアを誇る
リーディングカンパニーです。

Threat Defense Expertとして
インターネット社会の技術力を向上

国内外でシェアNo.1※1、※2

幅広いユーザ環境に最適

企業向けサーバセキュリティ市場
6年連続世界No.1※1

 ● 企業向け
サーバセキュリティ
世界売上額
2014年　

脅威動向に関する迅速な情報発信・提供

「デジタル情報を安全に交換できる世界の実現」というビジョンを掲げるトレンドマイクロが
Threat Defense Expertとしての知見を活かして実施しました。日本を含むアジアパシフィック
地域からは29の国・地域からの参加があり、合計で881チーム、2,283名が参加しました。

四半期ごとの脅威動向に加え、セキュリティブログでは日々発生するインシデントに関する知
見や必要な対策について迅速に情報発信。ITやセキュリティの初心者でもわかりやすい記事
など幅広い層のお客様のニーズにもお応えしています。

最新の脅威動向をいち早く
お客様へお届け

インターポールを通じて加盟各国の重要機関にセキュリティ技術のスキル向上トレーニングを提
供しています。また、各国の警察機関との連携も行い、サイバー犯罪撲滅に向けて活動を進めて
います。国内では愛知県及び福岡県警察のサイバー犯罪・サイバー攻撃対策アドバイザーの委託
を受けています。

国内外の警察機関とのサイバー犯罪
撲滅に向けた活動実績

©Copyright INTERPOL 2014

トレンドマイクロ セキュリティブログ
http://blog.trendmicro.co.jp/ インターネットセキュリティナレッジ（is702）

http://www.is702.jp/
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※1 出典：IDC, “Worldwide Endpoint Security 
Market Shares, 2014: Success of Midsize 
Vendors”, IDC #US40546915, December 
2015

※ CTFはCapture the Flagの略で、セキュリティの知識や技術、実践力を競い合う競技大会です。

クラウド・仮想化環境の
主要ベンダーとの強力な連携

トレンドマイクロ製品※の統合管理ツール利用により多様な端末の利用
状況をユーザごとに把握できます。
また、複数製品を1つのコンソール
で一元管理することで、パターン
ファイルや各種設定を一斉配信
できるため、インシデント発生時
の素早い対応や端末の統制が可
能です。
※対象製品など詳細はこちらをご確認ください
　http://www.go-tm.jp/tmcm

ユーザーベースの集中管理と可視化で
運用・管理を効率化

トレンドマイクロは、クラウドや仮想環境、
SIEM(Security Information and Event 

Management)ソフトウェア、そしてERPなど
の主要ベンダーとアライアンス関係を構築し
ており、お客さまの環境により最適なセキュ
リティソリューションの提供が可能になって
います。

状況をユーザごとに把握できます。

トレンドマイクロ製品は、（株）富士キメラ総研の調査で企業の
サーバ/クライアント向けウイルス対策ツール、ゲートウェイにおけ
るウイルス対策ツールで最も高いシェアを占めています。

企業向け製品国内市場シェアNo.1※2

ゲートウェイサーバ/クライアント

トレンドマイクロ
55.0%

B社
16.3%

A社
22.3%

その他
 6.4%

トレンドマイクロ
47.2%

A社
25.6%

C社
10.4%

B社
14.2%

その他2.6%

※2 出典：（株）富士キメラ総研
「2015 ネットワークセキュリティビジネス調査総覧（上巻）」
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